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●コミュニケーションの“型”を作る
「問題患者さんが増えて困った時代
だよなあ，こっちは“医学的に”正し
く対応しているのに」とぼやかずには
いられない先生方には，ぜひご一読い
ただきたい本である．さすが児玉知之
先生（柏厚生総合病院内科）の著書だ
けあって，エビデンスや概念がより実
践的な形で具現化されている．
全体の構成は，医療面接に必要なス
キルが全 12章にまとめられ，各章ご
とに症例提示から始まっていてわかり
やすい．多くの先生方にとって，「こ
れ普通の対応だよね」「そうそう，こん
なのあるある」「何が悪いんだ」と心の
中で叫んでしまいそうな症例ばかりで
あるが，読み進めていくうちに，問題

点が明らかとなり，どう対応すべきだ
ったかが述べられていく．
特筆すべきは「解釈モデル」とか

「アドヒアランス」などの概念を，抽象
論のままでなく，具体的な言葉・態度
にまで落としこんでいる点である．コ
ミュニケーションに関心があれば，誰
でも耳にしたことがある「open ques-
tion」と「closed question」や，「Iメッセ
ージ」と「YOUメッセージ」なども，
使い所のシチュエーションについての
記述がはっきりしていて，スキルとし
ての位置づけが明確である．すぐに臨
床の場で使えるようになっている点が
素晴らしい．「傾聴」と「共感」を別の
章立てにした著者の思いもひしひしと
伝わってくる．
空手道の美しい“型”が日頃の技術

的鍛錬のみならず，武道の“こころ”
に裏づけられているように，医療面
接/コミュニケーションに必要な技術
を“型”として身につけ，さらに医師
としてあるべき“こころ”にも変化が
起これば，著者の思うつぼだろう．内
科医としても，精神科医としても優れ
た著者であるからこそ書くことのでき
た良書である．ぜひご一読いただき，
自分なりのコミュニケーションの型を
作っていただければと思う．評者も反
省しながら，翌日からの診療にあたっ
ている．
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評書

児玉 知之●著

戦略としての医療面接術
─こうすればコミュニケーション能力は
確実に向上する─
評 者
木村 哲也（聖路加国際病院神経内科部長）
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